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伸びゆく明日の農 業 者
- 第8回 FF

節8回沖縄学校農業クラブ (FFO)大会は去った1

月23､24日の2日間､同クラブ連盟後援会､文#局､ア

ジヤ財団の後援によって北部農林高校で開かれた｡

参加校は八萌山､宮古､南部､中部､北部の各農林高

校と出発コ-スをもつ久米島高校の6校であった｡

小春口和の好天候に恵まれた初日の開会は午前11時､

北怨高校バンドによるFFJの歌の吹奏も高らかに名護

のうらわは､はや くも有り高V,雰囲気をただよわせたO

式場に勢傭V,した各校選手の口やけした顔は､土と振

り組む若人の意気と熱を物語 り､農乍徒ならでは見F.れ

ぬ凧瓜であったO

来蟹として′J汲蔵文教局長､同職業指導課職員､民政

府文教部長キンカー樽上､琉大 ミシガンミッション教授

フ エ/i,博と′等の外に､遥 本々土からアジヤ財団代兼のシ

ュワンテス博士､日本連盟成人代-兼丸山玄吉氏､同生徒

代未浜中君らが列帝され､いかに同大会が意遊離V,もの

であるかを感じせしめた｡

式に続き11時30分からは早速芥秤の技術競技が緊開さ

れた｡ トランシット測量､平板測環及び耕うんの三種EL

の中､耕うん機による耕うん競倭は去年までの壕畜審査

に代る新Lv,ものである｡科学農業の足音と共にどしど

し農業問械が坂入れられ一二ンつある今日､静かな北部農村

の山 か々らはェンジンの音が威勢よくコグマし､何時し

か競技場の周囲には多数の農民達がくぎづけされてV,た

0大 会から -

2nnはY.讃,'LTTrlの政 所灯に1''iJ',と発Ji･全が催され

たoRごろ､勉学にV,そしむや生とはほぼ縁遠い娯楽の

殿質は､定刻の9時30分には身gTJ)きもできぬほどに段や

/bLlで詰まり､たちまちにして農業上化の腕骨と化した｡

総会は先ずr議長同産tHに始まり､会計報fl-T､新連盟会

長及び新連盟成^代東屋LH､nAplI7校放課クラブ大全参

加者報告などが行われた｡

11時から3時30分までは糾交代末により7opジェクト

糞夫役びデモンストレーションが行われた｡詐杏員の話

では年を弔ねる佃に発兵JJと内容が-)F-I,?(,'に充実してきた

とのことであった〔特に注Hされるのほどの発火者も実

際的で且つ地域性に'(二･;んだ研究活動を行っていることで

あった0両､rtl､北農相 如 ､り川,Lの合同バンドの元気

はつらつとしたメt,ディーに迎えられ､そして唱上を退

る発来者はどちらも自伝に満ち溢れ､新党の聴衆はその

i/E'開局に乗じて盛んに声接をお くっていた｡

楽Lv,琵食の時間を(<rJ用してのレク1)ェ←シヨン大全

は､生従らしい､-41-進んだ7oPグラムの寸て方だったっ

また北農家庭クラブの日ごろの勉旗が功を毒し､'Gくて

おいし>､折弁当が配られ､みんなをほくほくさせるなど

家庭的な和やかな風景をみせた｡

発表会に引絞V,て来賓の祝辞が述べられた｡

先ず小牧蔵文教局長の ｢職業教育は今日の社会の要求

であり､非常に大切である 若き諸君は明口の農繋者と
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してのf't首とTfrT･:を-･ -｣とV,う祝7i.f･に粍V,て､

安甲琉大'Y:Iiは ｢普通､先進国では農Ti:人nが少ないO

にもかかわら-｢､アメリカなどではEF.産物が余ろくLLVl

であるo沖hluでも自給の線に旅うて農在･物の増大は急啓

であると考える,それには若き農JJj瀧諸君の努力が大い

に期待される｣と励ました)また ｢私は本日の諸君の発

議所動をみて､今nの-イテ ィーン､/Hに農学徒は信頼

性の高いものであろとV,うことを-再確立LJL､こんなに解

しvlことはなvllと喜ばれた.

また､遥 々東京の7ジヤ財間を-(ヒ来して列席したシュ

ワンナス悼 ヒは ｢アジヤ財閥は米国の民間同休で文化発

韓の為にあるり-/ジヤ期間はみなさんの意見にもとづい

て職繋教育の発掛 こ努力をしているo二度ある事は｢度

のBirJの通 り今姥も.JH.席したvIL,勉乍とクラブ所動を通し

て巧の^間性を碓寸せよ｡私の父もウィスコンシン州で

農業をしてV,たので､農業はV,かに大切なものであるか

Lr知ってV,る IとJl.手なnA二語で許し､拍手をあびたO

史に､n本連照碓入代衆の丸山さんは ｢会場も参加人

数もn本における大会よりも小さV,が､熱意と内容は淡

して劣るものではなvl.大全にLLF,席したことはFFJに

記念すべきlペ-ジである｡ニケ二代を押.う諮罰1ま世界の I)

-ダーとして酪 'E･せよ｣と激励された.

鼓椎に､n水油閏生徒代表の浜中-Prは｢6n問に宙っ

て帯接沖純を見る,聞く､許す機会を子■きる事がrH57:･､よ

い恵みやげであると富んでV､る.

TTTT()が1TITJにTE式に加熱とl-I.来たのは､こちらの光

_q=.方と会貝のみなさまの努力のたまものである｣と有精

をこめて;irfった｡

:)二は円状IJ引こよるプUジ-T.クト雅衣のTJlT･旨であるが､

記事ふくそうのため や客七による 不良化水EETの改良｡

(八市川農高) やトマ トのFFI.熱及び抑L,I;lJ栽培t､(南農

高) ◆N:Co.310品種とP.O.I.2725の収量比薮や

(常古農高)の3つばかつあV,します.I

また､7oPジェクト発表と前後して行われたデモン

ストレ-シコンは満管の観衆の興味をわかした,

ものの10数分には見事な製品ができ上 ったからであろ｡

各校 代表のチーム ワ-クはさながら機械の オ-トメ
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-シコン腔茄みたV,で､どちらや)をん色なく､禦～心な顎

bL壬所動を畢閃し､努力のあとをうかがわせたoZt:の発=J壬

テーマは 寸パイン料 サイレ-ジの作 りフナLl(北虚高)

もザルの作 り方 寸 (久米島印 安)寸農場で閏単にM来る

カボチ ャジャムの(1･1-りプバ (｢F]PllTF'.ill) やp-ゼルの硫物

や(八熊山農高) やLF乳の検香 や(何古良市) 寸ソテ ツ

の澱粉アメ製造実験 や(南虚高)の6つであるが､いずれ

も記事ふ くそうのためかつあV,します｡ (古 謝 瑞苧)

(プ ロジェク ト発 表 の要 旨)

端 境 期 にお ける私 の キュ ウ リ栽J若

北岸高校 3年 田 仲 原 田

｢日卦の学資Llr.(ま自分でかせどう｣と決心してキ-ウ

リ栽培の7oPジ 工ク トを実施した､

l月から3月まではキ-ウリのlLF',荷が少なく､値段が

高∨､ので､その時期を収穫期にしたプ)が最良の手段であ

ら.､プロジェク ト用地として兄から2アールの水田をゆ

一ドりうけた｡

2コールに 対して朕肥600Kg､鶏裾引20TてE､卵管悶化

成肥料30kgを同時にすき込んだO キ-ウl)の品種は寒

さに強い ｢習.耶｣をえらんだ｡

11月5口に秤をまV,たら5r7校には祈んど'JFI4'した0

12刷ては甲袖.安住と持崩‡ル rkうを寸てたO1月からは

渠剤散TIJJも1週 1lHtXcI,-原,HJJとし､その外に雨降 り後は必

ず行 った02月3円から収穫が始まり､約3ケ月間も粍

V,たD こうして努力した紡果､738kgのキ-ウリの収穫

に対し､130弗74仙の総売上高を記録した｡ 紀文7日.はFT

給の蹴肥と材料代を除いて31弗19仙で､声:ミ引搬市の99粥

25仙が純篠であるO このプpジ･T-クトを通じて感じた事

は､,?I:坪と絡験を一休にして努力すれば､沖縄におV,て

Ej:I尽さのための栽培不可能な野菜はなV,だろうという事

であった｡



水 稲栽 培 の

労力節 減 と増 収 を めざ して

中 農高 校3年 仲 村 妻菓 盛 文

沖田即ま年間9万 トンの米の哨按に対し､廿給度は性か

その3000'で､姓 りのTOoo'は輸入されてV,るoZcの塀r人けま

水田面隈が小さい Lに､労働生唾が余 りにも低V,とV,う

ことであるように思われる｡水Wi成増の合.哩lE:はいかに

して労jJを節淋し､ILJlJJ蚊を阿るかという所に関越がある

ことを痛感し､IJJT稲枝隼のホーム 7otJジェクトを実l':]J･

した｡

プロジェクト用地はコザ.佃日頃のジヤガル地帯で､越

来ダムの水利があるO両班は59ノ投60年次の間期借とも符

}<57←ル.礼年度は地域の耕樺恭華によって栽培し､

次年度は耕うん､脱鞍に動力を使用した｡紬架は第1期

15cm､第2瑚16cmとし､椎肥は雨期とも750kgとした

水稲調合は コ斯作41.5kg､2耕作315kg施し､初年度

に比べてやや上削捉Oまた初年度の正方形値に刈し､30cm

x12cmの雅木牌をした｡

以上の方法により､初年度の所要労力は ]_期佃 28時

間､2相椎121時間であJ,'た｡ 収最はモミにして1,g昨

182kg､2期r乍156kg｡

主に労力を用する作業は収穫調幣､田植､摘(寸準備､

中期=除草､JI(田耕超などの順であるO次年度は､これら

の労力節減を円標に､機械力の導入と栽値様式を変えた

ために､水田桝起 175時間､植付準備 105時間､田

植 25時間､収穫調薬 7.5時間の労ノ)を節減し､]期rf

52kg､2期作91kg咽収したO

この実績から収支概算を出してみると､収入は紅年度

の1斯借38弗50仙､2耕作33弗､次年度は1期借49弗50

仙､21g71乍52弗25仙となってV,る.これから生産費を差

引いて･初年度の]期侶8弗6仙､2期作5弗24仙､次年

度の1期作19弗76仙､2期件25弗49仙の利純をあげたO

この様に､労力の節減と増収は機械力の導入と耕種法

の改善により解決出来るものである｡
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上大会を祝する来襲｡前例左から小波蔵文教局長､
安里琉

大学長､シユワンテス博士､丸山氏､浜中氏｡
申カボチャジャムの作り:万のデモンストレーションで､

その手テンマナーは女性も顔負け(中農代で表)｡
下レクリエーションで人気をはくした劇r子供たち｣の

-コマ(北岸提供)｡


